
　多数アンカー式補強土壁工法をはじめ様々な工

法・商品を全国展開する岡三リビック。その多

彩な商品と実績をご紹介するために西暦２０００
年１０月からスタートした月刊冊子「岡三マンス

リー」は、Ａ４表裏の簡素な体裁ながら地道に発

行を重ね、お陰様で創刊２５年、通巻３００号とい

う節目を迎えることができました。これもひとえ

に皆様のご厚情の賜物と心から感謝いたします。

　岡三マンスリーはこれからも、新鮮な情報をお

届けすべく邁進してまいります。

　

岡
三
マ
ン
ス
リ
ー
通
巻
三
百
号
を
記
念
し
て
、
読
者
の

皆
様
に
ど
ー
ん
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
岡
三
リ
ビ
ッ
ク
祖
業
の

ひ
と
つ
コ
ル
ゲ
ー
ト
パ
イ
プ
を
思
わ
せ
る
？
形
状
が
特
徴

的
な
「
ね
ん
り
ん
家
」
の
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
お
届
け
し

ま
す
。
ペ
ー
ジ
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
本
件
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
て
必
要
な
項
目
を
入
力
頂
け
れ
ば
応
募
完
了
。

応
募
頂
い
た
中
か
ら
厳
正
な
る
抽
選
を
実
施
し
、
三
十
名

様
に
ご
提
供
致
し
ま
す
。　

商品の詳細はねんりん家公式サイトへ
https://www.nenrinya.jp/products/mount.html
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岡三マンスリー

　
「
天
守
の
傾
き
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

関
西
支
社

　
西
村 

朋
之

　
兵
庫
県
姫
路
市
の
姫
路
城
は
世
界
遺
産
に

も
登
録
さ
れ
て
い
る
名
城
で
す
が
、
あ
る
伝

説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
池
田
輝
政
に
よ
る
築
城
の
時
、
完
成
し
た

天
守
か
ら
一
人
の
男
が
身
を
投
げ
て
自
殺
し

ま
し
た
。
男
の
名
は
桜
井
源
兵
衛
。
大
工
の

棟
梁
で
し
た
。

　
九
年
間
、
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
仕
事
に
打

ち
込
み
完
成
し
た
姫
路
城
で
し
た
が
、
天
守

閣
が
巽

た
つ
み

（
東
南
）
の
方
向
に
傾
い
て
い
る
よ

う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
妻
を
伴
っ

て
天
守
に
登
る
と
、
「
立
派
で
す
が
、
惜
し
い

こ
と
に
少
し
傾
い
て
い
ま
す
ね
」
と
指
摘
さ

れ
ま
す
。
「
女
の
目
に
分
か
る
ほ
ど
と
は
、
自

分
が
計
っ
た
寸
法
が
狂
っ
て
い
た
に
違
い
な

い
」
と
愕
然
、
ほ
ど
な
く
鑿の

み

を
く
わ
え
て
飛

び
下
り
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
実
際
に
天
守
が
東
南
に
傾
い
て
い
た
の
が

解
体
修
理
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
当

の
理
由
は
石
垣
が
沈
ん
だ
た
め
で
し
た
。

　
現
在
姫
路
城
は
「
平
成
の
大
改
修
」
中
で

残
念
な
が
ら
大
天
守
は
屋
根
に
覆
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
内
部
に
見
学
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
、
時
期
に
よ
っ
て
は
伝
統
工
法
に
よ
る
修

理
の
様
子
を
見
学
で
き
ま
す
。
改
修
姿
を
見

る
機
会
も
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　近年、沖縄観光の目玉のひとつとして「プロ野球春季キャンプ」があります。選手や練習風景を間近で見る事ができるので、時期にはメディアやファンが大挙沖縄を訪れます。今年もセ ･ パ両リーグ合わせて１０球団が沖縄入りし、春からの本戦に向けて準備を行いました。　練習場は県内各地にありますが、なかでも「読売ジャイアンツ」のキャンプ地となっているのが、那覇空港にも近い那覇市営奥武山野球場。２０１０年に大改築、「沖縄セルラースタジアム」の愛称で知られており、キャンプ以外にも高校野球の県大会やコンサートなどイベントも数多く開催されています。

　その奥武山野球場の外野席は芝の盛土となっていますが、その外周部には岡三リビックの「フラットパネ
ル」擁壁が採用

されています。
　一般的なＬ型壁面材と比べ、フラット形状により壁面の設置を盛土に先行させ施工時の安全確保するとともに、軽量化による施工性の向上、経済性など、さまざまなメリットがあるのが「フラットパネル」。パネル１枚の重量約８.６ｋｇと軽量で施工

性に優れる一方、パ
ネル同士の連結によ
り壁面全体で強度を
保ちつつ盛土の変位
にも柔軟に対応する
よう設計されていま

す。また鉄筋部材の表面は亜鉛メッキとし、塩害等にも高い耐久性があります。

　竣工後１年ほどの間に自生した植物に青々と覆われた壁面が青い空に映え「市街地でも緑ある球場を作りたい」という施主の要望がフラットパネル壁で実現しました。

沖縄県那覇市
（仮称）那覇市営奥武山野球場その他関連施設整備工事（土木４工区）及び（土木５工区）（株）沖縄総建（土木４工区）（株）共洋土建（土木５工区）約１３００ｍ２

物
件
概
要

発 注 者
工 事 名

施工会社

施工規模

No.２１７岡三マンスリー　２０１８年１０月

　愛知県一宮市でいま建設中の「西

尾張インターチェンジ」は、東海北

陸自動車道と名神高速道路との結節

点・一宮ジャンクションに新たに設

けられるＩＣです。

　東海北陸自動車道の南側端となる

同ＪＣＴにはこれまでＩＣがなく、同

地周辺から乗り入れるには途中のＩＣ

まで一般道を北上しなければならな

い不便があったため、そうしたアク

セス面の利便の向上と、岐阜方面へ

の交通が一部国道等に集中している

状況の緩和を目的に整備が進められ

ているものです。

　このＩＣ設置工事は従来からあるＪ

ＣＴに新たにランプを設ける形とな

るため設置空間に限りがあり、既存

の交通にもできるだけ支障をきたさ

ないよう考慮する必要があったため、

多数アンカー式補強土壁の両面壁の

採用となりました。

　同地は地盤が緩く地盤改良の必要

があったため、盛土法面のない垂直

補強土壁であることは改良工事範囲

を最小化し工事全体の費用縮減にも

貢献しています。

　西尾張ＩＣの地元となる愛知県一宮

市では同ＩＣ周辺を新たな工業集積地

とする構想を打ち出すなど新たな経

済効果も見込まれており、早期の開

通が期待されています。
　

物
件
概
要

発注者：愛知県一宮建設事務所
工事名：道路改良工事（１号工）
施工業者：株式会社イチテック
施工規模：多数アンカー式補強土壁工法
　　　　約６７８.９ｍ２

東海北陸自動車道　西尾張インターチェンジ

　
金
沢
の
新
「
食
と
名
所
」

　
　
　
　
　
　
　
北
陸
営
業
所

　
佐
藤
俊
一

　
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
て
三
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
金
沢
で
は
観
光
客
増
加
で

宿
泊
予
約
が
取
り
に
く
い
状
況
が
今
も
続
き
、

北
陸
新
幹
線
の
延
伸
効
果
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
観
光
の
お
さ
ら
い
で
す
。
金
沢
観
光

の
人
気
は
【
食
と
味
覚
】
【
史
跡
・
名
所
】
が

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
食
と
味
覚
で
は
や
は
り
魚
、
な
ん
と
い
っ
て

も
寿
司
で
す
。
金
沢
で
は
回
転
寿
司
も
そ
こ
い

ら
と
は
モ
ノ
が
違
い
ま
す
。
金
沢
の
回
転
寿
司

御
三
家
で
あ
る
「
金
沢
ま
い
も
ん
寿
司
」
「
も

り
も
り
寿
司
」
「
す
し
食
い
ね
ぇ
」
は
価
格
も

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
ネ
タ
は
金
沢
港
直
送
！
美
味

す
ぎ
ま
す
。
特
に
お
昼
の
ラ
ン
チ
は
手
軽
で
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
あ
っ
て
お
勧
め
で
す
。

　
史
跡
・
名
所
と
い
え
ば
、
兼
六
園
・
ひ
が
し

茶
屋
街
・
金
沢
城
公
園
な
ど
の
定
番
も
良
い
の

で
す
が
、
車
で
足
を
延
ば
し
た
能
登
半
島
西
岸

の
「
千
里
浜
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
」
が
私

の
お
勧
め
！
な
ん
と
日
本
で
唯
一
、
普
通
の
車

で
走
る
こ
と
が
で
き
る
砂
浜
の
道
路
な
の
で

す
。
世
界
的
に
も
波
打
ち
際
を
車
で
走
れ
る
場

所
と
い
う
の
は
珍
し
い
そ
う
で
、
そ
の
車
窓
は

ま
さ
に
唯
一
無
二
の
美
し
さ
。

　
三
月
か
ら
十
月
ま
で
は
浜
小
屋
も
出
て
お

り
、
海
を
観
な
が
ら
の
ビ
ー
ル
と
ハ
マ
グ
リ
や

サ
ザ
エ
は
最
高
で
す
。
た
だ
し
ド
ラ
イ
バ
ー
は

ビ
ー
ル
無
し
で
く
れ
ぐ
れ
も
お
願
い
し
ま
す
！

・
本
件
サ
イ
ト
の
項
目
選
択
は
「
そ
の
他
」
、
内
容
に
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募
」
と
明
記
。

・
応
募
は
印
刷
版
か
ら
の
み
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
版
か
ら
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
当
選
は
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
と
致
し
ま
す
。

・
個
人
情
報
は
厳
重
に
取
り
扱
い
、
他
所
へ
の
転
用
等
は
致
し
ま
せ
ん
。

・
同
一
事
業
所
か
ら
の
複
数
応
募
は
ご
遠
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

「岡三マンスリー」25 年、通巻３００号！！

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト

三
十
名
様

▼応募用▼
QR コード

おことわり

トリグリッドＥＸ

No.２８９

岡三マンスリー　２０２４年１０月

工事概要

発注者：高松港湾・空港整備事務所

工事名：高松空港工事用道路新設工事

施工業者：大成ロテック株式会社(R5年度)

        タチバナ工業株式会社(R3年度)

商品名：トリグリッドＥＸ １４,２００ｍ
２

　　　　トリパネル    １,３９３セット

　香川県の高松空港は、アジア方面

の国際線を含め年間約１８０万人の旅

客を扱う（令和５年度実績）地方空

港です。１９８９年に旧空港から移転

する形で、ジェット機対応の２５００

ｍの滑走路を持つ空港として整備さ

れました。

　ただ現空港は市街地を避けた山間

部にあり、建設時に造成範囲を可能

な限り抑えた計画としていたため、

自由な拡張・改築は容易ではない立

地ともなっています。ところがそこ

に近年持ち上がってきたのが、国際

基準を満たす空港として整備するべ

きとするＲＥＳＡ（滑走路端安全区域）

を巡る問題でした。

　ＲＥＳＡとは離着陸機のオーバーラ

ン等に備え滑走路両端に平坦面を追

加的に確保するもの。最小範囲とな

る両方向への＋９０ｍの延長につい

て、高松空港においては滑走路の西

端側は対応可能なものの、東端は崖

地がぎりぎりまで迫ったものとなっ

ており、整備実現のためには新たな

盛土等による対応が必要となってい

ます。

　現在その造成工事の本格化を前に

工事用道路が整備されており、ここ

に岡三リビックのトリグリッド補強

土壁（トリパネル壁面材使用）が採

用されています。

　高い強度と耐衝撃特性・耐久性・

摩擦特性に優れ、かつ容易な施工性

を有するトリグリッドＥＸは、本設

仮設を問わず、安定性の高い盛土を

構築する補強材として多くの実績を

重ねています。

トリグリッド補強土壁

施工箇所

香川県高松市

　
柑
橘
カ
レ
ン
ダ
ー

愛
媛
営
業
所
　
佐
伯
さ
お
り

　
日
本
は
各
地
に
み
か
ん
の
産
地
が
あ
り
ま

す
が
、
か
ん
き
つ
全
体
の
産
出
額
は
愛
媛
県

が
全
国
一
位
。
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
愛

あ
る
愛
媛
の
か
ん
き
つ
食
べ
ご
ろ
カ
レ
ン

ダ
ー
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
ほ
ど
、
様
々
な

柑
橘
類
を
一
年
中
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
最
近
は
「
紅
ま
ど
ん
な
」
「
甘
平
」
ま

た
こ
の
ニ
つ
を
架
け
合
わ
せ
た
「
紅
プ
リ
ン

セ
ス
」
と
い
っ
た
県
産
新
品
種
も
大
き
な
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
み
か
ん
は
脂
質
が
ゼ
ロ
に
近
く
、
カ
ロ
リ
ー

も
低
い
食
べ
物
で
す
。
近
年
の
研
究
で
は
、

み
か
ん
を
多
く
食
べ
、
血
液
中
に
β-

ク
リ

プ
ト
キ
サ
ン
チ
ン(

病
気
の
予
防
に
効
果
が

あ
る
成
分)

の
濃
度
が
高
い
人
は
、
い
ろ
い

ろ
な
生
活
習
慣
病
に
な
り
に
く
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
一
年
を
通

し
て
様
々
な
品
種
を
代
わ
る
が
わ
る
食
べ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
ち
な
み
に
私
の
お
勧
め
は
ゼ
リ
ー
の
よ
う

な
果
肉
の
「
紅
ま
ど
ん
な
」
で
す
。

高松空港・平面図

山間部空港に工事用道路を敷設
山間部空港に工事用道路を敷設

所が多く、幹線道路としての機能と

安全の確保が十分でなく、地域の活

性化を図るうえでの妨げとなってい

ました。

　香川県坂出市から三好市山城町を

抜けて愛媛県四国中央市へと至る国

道３１９号もこうした道路のひとつで

したが、道路を拡幅するにも谷地の

ため用地獲得が容易ではありません。

　現実的な解決方法としては谷側へ

の拡幅を図る以外になく、さまざま

な工法による検討がなされました。

その結果、現道に掘削の影響を及ぼ

さず、現地発生土が有効利用できる

など経済性に優れた工法として多数

アンカー式補強土壁が採用の運びと

なったのです。
施 主

工 事 名

施工会社

施工規模

徳島県西部総合県民局県土整備部

（旧：池田土木事務所）

一般国道３１９号道路改築工事

（株）西村建設

総面積１,１００ｍ
２、延長９２ｍ

　
和
歌
山
ブ
ル
�
ス

　

　
　
　
　
　
　

近
畿
南
営
業
所

　
佐
藤
俊
一

　
会
い
た
い

　
見
た
い

　
す
が
り
た
い

　
そ
ん
な
気
持
ち
に

　
さ
せ
る
の
は

　
ぶ
ら
く
り
丁
の

　
恋
灯
り

　
真
田
堀
な
ら

　
ネ
オ
ン
川

　
和
歌
山

　
泣
き
た
い

　
あ
あ
や
る
せ
な
い

　
こ
れ
は
昭
和
四
三
年
に
発
売
さ
れ
た
�
和

歌
山
ブ
ル
�
ス
��
唄

　
古
都
清
乃
�
の
一
節
�

お
じ
さ
ん
達
に
は
お
な
じ
み
？
の
曲
で
す
�

�
転
勤
の
際
に
某
次
長
に
練
習
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
が
�
な
か
な
か
披
露
す
る
場
所
が
あ
り
ま

せ
ん
�
�

　
こ
の
歌
詞
に
あ
る
�
ぶ
ら
く
り
丁
�
は
地

名
で
す
が
�
そ
も
そ
も
何
だ
ろ
う
と
ふ
と
疑

問
に
思
�
て
調
べ
て
み
ま
し
た
�

　�
ぶ
ら
く
り
丁
�
と
は
俗
名
で
�
江
戸
時
代

に
こ
こ
和
歌
山
市
は
徳
川
御
三
家
の
ひ
と
つ

紀
州
和
歌
山
藩
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
商

都
で
し
た
が
�
大
火
で
城
下
一
帯
が
焼
失
し

た
後
�
焼
け
跡
で
商
人
た
ち
が
衣
類
な
ど
の

商
品
を
店
頭
に
つ
り
下
げ
て
販
売
し
た
の
で
�

い
つ
と
な
く
町
民
の
間
か
ら
�
ぶ
ら
く
り
�
吊

り
下
げ
る
と
い
う
方
言
�
丁
�
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
�
た
の
だ
そ
う
で
す
�

　
雑
賀
町
大
門
川
に
架
か
る
雑
賀
橋
の
た
も

と
に
は
�
和
歌
山
ブ
ル
�
ス
�
の
記
念
碑
が

あ
り
�
半
径
一
メ
�
ト
ル
以
内
に
人
が
近
づ

く
と
和
歌
山
ブ
ル
�
ス
の
メ
ロ
デ
�
が
流
れ
�

ま
た
日
没
後
に
は
ポ
�
ル
状
の
部
分
が
光
�

て
通
り
に
彩
り
を
加
え
ま
す
�

　
ち
な
み
に
��
ぶ
ら
く
り
丁
�
は
普
通
の
商

店
街
で
�
夜
の
繁
華
街
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
�
さ
て
今
日
も
�
ア
ロ
チ
��
和
歌

山
の
繁
華
街
�
に
飲
み
に
行
く
か
な
！

　同道の２車線化と線形の改善に

よって、高知自動車道路・新宮ＩＣへ

のアクセスや国道３２号との連携な

どで多方面との流通が開け、生活基

盤安定や観光需要への対応など地域

の発展に大きく寄与することが期待

されています。

　徳島県三好市山城町（旧：三好郡

山城町）は四国のほぼ中央、高知・

愛媛両県に接する県最西端の地です。

吉野川の上流に位置し、大歩危・小

歩危（おおぼけ・こぼけ）の二渓谷

をはじめ、春の岩つつじ、秋の紅葉

など四季折々の表情で訪れる人々を

迎えてくれる緑豊かな場所です。

　しかし、四国山地の山並みに囲ま

れた当地周辺は、地域の生活道路や

観光ルートとなる国道など主要道路

の多くが山間を縫う谷川に沿って

走っており、狭小で線形の悪い区間

が少なくありません。落石の危険個

多数アンカー式

補強土壁工法多数アンカー式

補強土壁工法http://www.okasanlivic.co.jp

岡三リ
ビック

株式会
社ホー

ムペー
ジ

補強土
工法

軽量盛
土工法

景観整
備

薬液注
入木材

スチー
ル資材

敷設資
材

工程管
理ツー

ル

その他
情報ボ

ックス

炭素繊
維シー

ト

埋蔵文
化財調

査

現場編
集長

ローマ
ットＨ

ＤＢ

ファブ
リフォ

ーム

多機能
フィル

ター

軟素材
ＣＰド

レーン

ライナ
ープレ

ート

コルゲ
ートパ

イプ

カゴ枠
カルマ

ット

ジャパ
ンウッ

ド

ウッド
Ｇｒ

ロッキ
ーステ

ージ

モニュメ
ント /レ

リーフ

ＥＰＳ
工法

多数アン
カー式補

強土壁工
法

ジオグリ
ッド補強

盛土工法

おでか
け注入

くん

東京都港
区芝浦４

-１６-２
３ＡＱＵＡ

ＣＩＴＹ芝
浦ビル☎

０３-５４
４２-３８

００

札幌・
盛岡・

仙台・
山形・

福島・群
馬県勢多

・新潟
・水戸

・

千葉・
東京・

甲府・
静岡・

長野・
名古屋

・三重
・和歌山

・

富山・
金沢・

大阪・兵
庫県西脇

・広島
・米子

・高松
･松山・

福岡・
熊本・宮

崎・鹿児
島・沖縄
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9営業
拠点

「
八
の
好
き
な
四
国
の
人
」

「
八
の
好
き
な
四
国
の
人
」

「
八
の
好
き
な
四
国
の
人
」

「
八
の
好
き
な
四
国
の
人
」

「
八
の
好
き
な
四
国
の
人
」

　
　
　
四
国
営
業
所
（
香
川
県
高
松
市
）

　
　
　
　
　
　
　
課
長
　
笹
原
昌
二

OCTOBER

　
四
国
と
い
え
ば
、
何
と
言
っ
て
も
四
国
霊

場
八
十
八
ヶ
所
参
り
。

　
ど
う
し
て
八
十
八
な
の
か
資
料
で
起
源
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
中
国
で
は
む
し
ろ
奇
数
が

陽
数
と
し
て
尊
ば
れ
、
特
に
奇
数
の
重
な
る

事
を
喜
び
、
九
が
重
な
る
九
月
九
日
は
重
陽

の
節
句
と
い
っ
て
お
祝
い
し
た
他
、
一
月
一

日
、
三
月
三
日
、
五
月
五
日
、
七
月
七
日
も

同
様
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
本
は
大
八
州
（
お
お
や
し

ま
）
と
い
い
、
八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の

神
、
八
十
八
夜
、
八
百
八
丁
、
そ
し
て
八
十

八
ヶ
所
と
、
八
ば
か
り
が
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
の
は
、
末
広
が
り
に
つ
な
が
る
縁
起
の
良

い
意
味
が
あ
る
か
ら
ら
し
い
。

　
平
安
時
代
に
弘
法
大
師
が
開
い
た
の
が
事

の
始
ま
り
と
い
う
霊
場
八
十
八
ヶ
所
参
り
は

四
国
を
右
回
り
に
巡
り
、徳
島
の
一
番
札
所・

霊
山
寺
を
皮
切
り
に
「
発
心
の
道
場
」
二
十

三
札
所
、
高
知
の
「
修
行
の
道
場
」
十
六
札

所
、
愛
媛
の
「
菩
提
の
道
場
」
二
十
六
札
所
、

そ
し
て
香
川
の
「
涅
槃
の
道
場
」
二
十
三
札

所
の
最
後
、八
十
八
番
目
が
大
窪
寺
と
な
る
。

　
合
わ
せ
て
三
百
余
里
（
一
二
○
○
キ
ロ
）。

歩
い
て
回
る
に
は
一
ヶ
月
以
上
を
要
す
る
旅

程
と
な
っ
て
い
る
。

　
四
国
の
道
路
事
情
も
大
分
良
く
成
っ
て
き

て
お
り
、
神
戸
の
明
石
海
峡
が
つ
な
が
り
高

速
道
路
網
の
開
通
に
よ
り
、
本
州
と
四
国
が

よ
り 

近
く
に
な
っ
た
感
じ
だ
。

　
四
国
の
自
動
車
網
は
、現
在
は
　「
Ｘ
ハ
イ

ウ
ェ
イ
」 

の
名
称
で
建
設
さ
れ
て
お
り
、
将

来
的
に
は
四
国
四
県
を
８
の
字
で 

結
ぶ
構

想
。こ
れ
も
縁
起
の
良
い
構
想
で
は
・・・・・
。

岡三マ
ンスリ

ー

　実は
、ＵＳ

Ｊ実現
の影に

岡三リ
ビック

の技術

が一役
買って

いるこ
とをご

存知で
しょう

か？

　ＵＳ
Ｊは、

大阪市
による

大阪港
再開発

プロ

ジェク
ト事業

の一環
として

建設が
進めら

れてい

ますが
、この

ＵＳＪ
へのア

クセス
道路で

ある此

花島屋
道路に

おいて
、当社

の発泡
スチロ

ール土

木工法（
ＥＰＳ

工法）が
採用さ

れてい
るので

す。

　道路
は此花

区西部
臨海地

域に位
置し、

付近は

表層か
ら３０

ｍほど
軟弱層（

Ｎ値≒
０）が分

布し

ていま
す。

　現場
は、

○軟弱
地盤上

で盛土
高が最

大４ .５
mに達

する、

○計画道
路に隣接

してＪＲ
桜島線が

併走して
いる、

など厳
しい条

件の場
所です

。その
ため、

○盛土
本体の

沈下、

○盛土
沈下に

因る側
方流動

が鉄道
に及ぼ

す影響
、

の２点
が特に

懸念さ
れまし

た。

　そこ
で、沈下

抑制効
果が大

きく、施
工期間

中

のＪＲ
線に及

ぼす影
響が無

いこと
、そして

経済

性など
からＥ

ＰＳ軽
量盛土

工法が
採用さ

れるこ

ととな
りまし

た。

　本物
件は超

軽量性
という

ＥＰＳ
工法の

特徴

（０.０
２０t f

/ m３）を
最大限

生かし
た現場

です。

そして
、近畿地

区にお
いては

過去最
大級の

ＥＰ

Ｓ工事
となり

ました
。

　また
、今年の

５月に
は弊社

／積水
化成品

工業

（株）合
同によ

る現場
見学会

を開催
。この催

しに

は非常
に多く

の方々
にお越

し頂き
、ＥＰＳ

工法

に対す
る注目

度の高
さを伺

わせま
した。

　今後
も、ウォ

ーター
フロン

ト等軟
弱地盤

地帯

の再開
発の増

加に伴
い、ＥＰ

Ｓの活
躍の場

がま

すます
増える

ことが
期待さ

れます
。

・発 注
 者：大

阪市港
湾局

・工 事
 名：此

花島屋
道路築

造工事

　　（そ
の９／

その１
１／そ

の１３
）

・ 施工
業者：

　　　
　　住

吉土木
興業株

式会社

　　　
　　光

工業株
式会社

　　　
　　株

式会社
オクム

ラ道路

・ＥＰ
Ｓブロ

ックメ
ーカー

：

　　　
　　積

水化成
品工業

株式会
社

・施工
数量：

７４０
０ｍ

３

２００
１年春

、
２００

１年春
、

２００
１年春

、
２００

１年春
、

２００
１年春

、大阪
に新し

い名物
が加わ

ります
。

大阪に
新しい

名物が
加わり

ます。

大阪に
新しい

名物が
加わり

ます。

大阪に
新しい

名物が
加わり

ます。

大阪に
新しい

名物が
加わり

ます。

そう！そう！そう！そう！そう！「「「「「
ユユユユユニニニニニバババババ

ーーーーーサササササルルルルル
・・・・・スタ

ジオスタジ
オ

スタジ
オ

スタジ
オ

スタジ
オ・・・・・ジャ

パンジャパ
ン

ジャパ
ン

ジャパ
ン

ジャパ
ン（（（（（ＵＵＵＵＵＳＳＳＳＳ

ＪＪＪＪＪ）））））」」」」」の
オープのオー

プ
のオー

プ
のオー

プ
のオー

プンンンンンです
！です！です！です！です！

工事概
要

◆

◆

　

八
戸
の
伝
統
文
化九

州
支
店　

鈴
木　

駿
斗

　

今
年
入
社
し
た
新
人
の
鈴
木
で
す
。
私
の

地
元
の
青
森
県
八
戸
市
の
伝
統
文
化
を
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
市
は
「
八
戸
え

ん
ぶ
り
」
や
「
三
社
大
祭
」
な
ど
の
民
俗
芸

能
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

八
戸
え
ん
ぶ
り
は
八
百
年
以
上
前
か
ら
受

け
継
が
れ
る
独
特
の
舞
。
毎
年
二
月
十
七
日

か
ら
二
十
日
ま
で
、
八
戸
市
を
中
心
と
し
た

地
域
で
行
わ
れ
ま
す
。
太
夫
と
呼
ば
れ
る
舞

手
が
馬
の
頭
を
か
た
ど
っ
た
鳥
帽
子
を
被
っ

て
踊
る
そ
の
迫
力
も
含
め
、
他
に
は
な
い
伝

統
だ
と
思
い
ま
す
。

　

三
百
年
の
歴
史
が
あ
る
夏
の
三
社
大
祭
は
、

期
間
中
に
百
万
人
以
上
の
人
々
が
八
戸
を
訪

れ
街
が
た
い
へ
ん
な
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
や
ユ
ネ
ス
コ
の

無
形
文
化
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
る
そ
の
お
祭

り
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
、
神
明
宮
・
お
が
み

神
社
・
新
羅
神
社
の
神
輿
に
随
伴
す
る
華
や

か
な
山
車
で
す
。
地
域
二
十
七
の
「
山
車
組
」

が
神
話
や
歌
舞
伎
等
を
題
材
に
毎
年
工
夫
を

凝
ら
し
て
制
作
す
る
も
の
で
、
高
さ
や
幅
は

四
㍍
、
奥
行
十
一
㍍
ほ
ど
も
あ
り
、
仕
掛
け

に
よ
っ
て
よ
り
大
き
く
広
が
っ
た
り
し
ま
す
。

　

日
本
の
夏
ら
し
い
懐
か
し
さ
も
感
じ
さ
せ

る
賑
や
か
な
青
森
・
八
戸
の
大
祭
へ
、
ぜ
ひ

一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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サ
ツ
キ
と
メ
イ
の
家

　

い
ま
大
阪
で
は
万
博
を
絶
賛
開
催
中
。
そ

の
前
の
万
博
と
い
え
ば
二
〇
〇
五
年
の
「
愛
・

地
球
博
」
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
が
、
こ
の
時

人
気
を
博
し
た
展
示
が
「
サ
ツ
キ
と
メ
イ
の

家
」
。
現
在
も
「
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
」
の
目
玉
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

映
画
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
に
登
場
し
た

こ
の
家
は
架
空
で
あ
り
な
が
ら
作
中
で
こ
と

細
か
に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
昭
和
初
期

の
工
法
と
材
料
で
現
実
化
し
た
も
の
だ
（
作

品
の
時
代
設
定
は
昭
和
三
十
年
頃
だ
が
、
既

に
ボ
ロ
家
な
た
め
築
二
十
年
以
上
と
逆
算
）
。

　　

例
え
ば
窓
ガ
ラ
ス
、
風
景
が
波
打
っ
て
見

え
る
よ
う
な
ム
ラ
の
あ
る
板
ガ
ラ
ス
を
解
体

古
民
家
か
ら
か
き
集
め
て
い
る
。
風
呂
や
台

所
の
タ
イ
ル
は
特
注
で
当
時
仕
様
の
も
の
を

用
意
し
た
（
タ
イ
ル
製
造
は
愛
知
が
地
元
の

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
※

）
。
風
呂
釜
の
大
き
い
方
は
奇
跡

的
に
未
使
用
品
を
探
し
当
て
、
小
さ
い
方
（
掛

け
湯
用
）
は
新
た
に
鋳
造
し
た
と
い
う
。

※
現
在
は
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
へ
統
合

　

と
こ
ろ
で
な
ぜ
、
片
田
舎
に
小
洒
落
た
洋

間
付
き
の
古
家
が
あ
っ
た
の
か
。
ど
う
や
ら

以
前
の
持
ち
主
も
草
壁
家
同
様
に
病
気
の
家

族
の
療
養
の
た
め
に
空
気
の
良
い
里
山
に
移

住
し
、
母
屋
と
動
線
を
分
け
た
別
棟
を
設
け

病
室
に
と
考
え
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

二
階
へ
の
入
口
が
隠
し
扉
式
な
の
は
、
結
核

な
ど
当
時
社
会
的
な
差
別
を
受
け
が
ち
な
病

気
だ
っ
た
た
め
に
、
患
者
の
存
在
を
隠
す
用

意
を
と
考
え
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　「日本海夕日ライン」は新潟県の沿

海部を延長３３７ｋｍにわたって結ぶ

観光道路。このうち、三島郡出雲崎

町で入江をまたいでいるのが 「出雲

崎夕日ライン橋」です。

 この橋は１９９５年の供用開始から

２９年が経過し、コンクリート塗装

の劣化や塩害が認められ、補修設計

において、施工性や性能だけでなく、

維持管理性に優れた材料が求められ

ました。

　本工事現場においては、可視性を

保つため、目視点検が可能となるこ

とで維持管理性に優れ、且つ耐候

性に優れているスケルトンクリアー

コーティング（ＣＣ-Ｂ仕様）が採用

されました。

　スケルトンクリアーコーティング

（ＣＣ-Ｂ仕様）は２回の塗布で施工が

完了する簡便な工法。従来工法と異

なり施工後もコンクリート表面が透

けて見えるため、異常箇所を容易に

特定することができ、点検精度が大

きく向上。改修範囲を絞り込むこと

でメンテナンスコストが低減されま

す。

　また一方でコンクリート構造物か

ら発生する水蒸気をコーティングの

外に逃がし、外側からの水分は遮断

する性質を持っており、コーティン

グの膨れやはがれを抑制します。

　

　施工から１５年以上経過した実績の

モニタリングで黄変や変色のないこ

と、優れた耐候性も確認されており、

表面保護工のほかコンクリート片の

はく落対策工やＡＳＲ対策工としても

実績を重ねています。

新潟県長岡地域振興局

補道更橋９０１-２-２号一般国道３５２号

出雲崎夕日ライン橋表面被覆塗替工事

株式会社中元組

スケルトンクリアーコーティング

（ＣＣ-Ｂ仕様）　１,９６３ｍ２

施　主：

工事名：

施工会社：

商品名：

（仮）地図

いずもざき海遊広場

良寛記念館

目視点検が容易なコンクリート表面保護 新潟県
出雲崎町

スケルトン防災コーティング

地図（仮）

従来工法箇所
スケルトンクリアーコーティング
施工箇所


